
   健診を受けて   
 あなたの健康を見
直してみませんか？ 

                                      
平成31年2月13日            

                                               
健康管理センター  

看護師  



施 設 紹 介 



館内の風景 
1階待合ホール 2階待合ホール 



検査内容の紹介 
エコー検査 

 腹部エコー 
 乳腺エコー 
 甲状腺エコー 
 頸動脈エコー 



検査内容の紹介 
マンモグラフィ検査 骨密度検査 



検査内容の紹介 
婦人科検査（待合室） 

  子宮がん検診 

 火曜日・木曜日 

火曜日は女性限定の日 



検 査 内 容 

•胸部Ｘ線検査 
•身体計測、視力・血圧測定 
•血液検査 
•心電図検査 
•尿・便検査 
•胃部検査 
 （胃透視・胃カメラ） 
  

•聴力・肺機能検査 
•婦人科検診 
•マンモグラフィ検査・乳房触診 
•乳腺・甲状腺・頸動脈エコー検査 
•腹部エコー検査、眼底検査 
•ＣＴ検査（頭部、胸部、腹部） 
•ＭＲＩ検査（頭部、頚椎、腰椎） 



胸 部 Ｘ 線 検 査  （ 肺 が ん 検 診 ） 
 肺がんの早期発見 
  
 肺結核・肺炎などの 
 肺の炎症 
  



        
初回検診 一年後の検診 



  
 
 二年後の健診 



ＣＴ装置 
  



胸部Ｘ線 と 胸部ＣＴ 

心臓 

心臓 

脊柱 



オ プ シ ョ ン 検 査 内 容 ・ 料 金 表 

オプション検査内容 検査目的 料金(税込) 

  胸部ＣＴ検査 肺がんなど ７，５６０円 

  腹部ＣＴ検査 腹部腫瘍・結石など ７，５６０円 

  頭部ＣＴ検査 脳梗塞など ７，５６０円 

  低線量ヘリカルＣＴ検査 肺がんなど ６，５８８円 



 

胃がんの大部分は 
ヘリコバクターピロリ菌（ピロリ菌）が 

関連しています。 
 

ピロリ菌未感染からの胃がんは 
胃がん全体の１％に満たないと 

言われています。 



幼少期         成人期            壮年期        老年期           

ピロリ菌感
染 

ストレス 
塩分の多い食事 

など 

がん？ 

胃潰瘍・十二指腸潰瘍 

正常な胃 慢性胃炎 



ピロリ菌の感染者はどれくらい？ 

    ピロリ菌の感染率 
     ６０歳代以上・・・約８０％ 
    ５０歳代・・・・・・・約５０％ 
   ２０歳～４０歳代・・約１０～２０％          

＊若年者で感染が減っているのは、衛生環境の 
改善に伴うのではないかと考えられています。 



ピロリ菌の感染はどうやって 
調べたらいいでしょうか？ 

 

内視鏡検査や尿・便・呼気検査などでも調べ
られますが、血液検査でも簡単に 

調べられます。 



こんな胃がん検診から始めてみましょう！！ 

胃がんリスク検診 
血液検査にて 

（ピロリ菌抗体・ペプシノーゲン検査） 
 



胃がんリスク検診による分類 

ピロリ菌   
ペプシノーゲン 
（萎縮の程度） 

    

リスク   低 高 
１年間で 
胃がんが 

発生する頻度 

A群 B群 D群 C群 

陰性 陰性 

陰性 陰性 

陽性 陽性 

陽性 陽性 

ほぼゼロ 
1000人 
に1人 

400人 
に1人 

80人 
に1人 

低                 高           



 
ピロリ菌の除菌により胃がんや潰瘍の 
リスクを下げられると言われてます 

 

除菌は… 



・自覚症状が何もないから     

・忙しいし 

・怖い 

・どこに行けばいいかわからない 

☆自己判断は禁物 

★検診の目的は早期発見・早期治療 



 
痔だと自己判断し放置は危険 
原因となる病気は、痔、大腸ポリープ 
潰瘍性大腸炎、大腸癌の可能性 

 
 

便潜血陽性 



タンパク尿の原因は腎臓そのものではなく高血圧 
や糖尿病などによる二次的な腎臓への負担が表れ
ている可能性があります。腎臓の症状が進行すると 
透析が必要になる可能性も 
 
          

たんぱく尿・血尿・腎機能異常 



《 受 診 上 の 注 意 》 

【飲食の制限】 

   ・ 午前中ご予約の方は、前日午後９時以降絶食となります。  

   ・ 健診日の前日は、飲酒を控えてください。 

【検診当日】 

  ・ 高血圧・心臓病・喘息の治療薬を服用の方は、 

    午前７時までに服用してください。 

  ・糖尿病の薬、インシュリンは食事抜きでは低血糖を起こします 

   ので、内服、注射はしないで下さい。 

        



   ご清聴ありがとうございました 

健診スタッフ一同 心よりお待ちしております 
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